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統計から見た徳島県の自然・社会環境

1 北 海 道 834.24 1 大 阪 70.0 1 大 阪 2,319.6 1 沖 縄 23.7
2 岩 手 152.75 2 埼 玉 68.5 2 兵 庫 2,310.0 2 鹿 児 島 19.3
3 福 島 137.84 3 千 葉 68.5 3 山 梨 2,298.1 3 宮 崎 18.2

36 徳 島 41.47 39 徳 島 24.5 4 徳 島 2,278.0 16 徳 島 17.2
45 東 京 21.94 45 岐 阜 20.8 45 山 形 1,743.9 45 青 森 11.3
46 大 阪 19.05 46 島 根 18.9 46 秋 田 1,654.3 46 岩 手 11.2
47 香 川 18.77 47 高 知 16.3 47 沖 縄 1,588.8 47 北 海 道 10.2

全 国 3,779.73 全 国 33.0 全 国 － 全 国 －

総面積 可住地面積割合 日照時間（年間） 年平均気温

（北方地域及び竹島を含む）

［対総面積］（2022,％）（2022,100k㎡） （2022, 時間） （2022,℃）

1 東 京 66.3 1 秋 田 38.6 1 東 京 722 1 福 井 34.69
2 神 奈 川 62.8 2 高 知 36.1 2 神 奈 川 421 2 山 形 34.40
3 愛 知 61.7 3 山 口 35.2 3 大 阪 413 3 富 山 32.83

38 徳島・山形 54.3 4 徳 島 35.0 44 徳 島 31 26 徳 島 25.92
43 山口・鹿児島 53.6 45 愛 知 25.6 45 福 井 29 45 京 都 20.57
45 島根・高知 53.3 46 沖 縄 23.5 46 島 根 27 46 大 阪 18.75
47 秋 田 52.1 47 東 京 22.8 47 鳥 取 22 47 東 京 17.43

全 国 59.4 全 国 29.0 全 国 5,570 全 国 23.71

1 東 京 5,962,306 1 青 森 11.1 1 富 山 32.5 1 東 京 81.1
2 神 奈 川 4,153,054 2 高 知 10.2 2 静 岡 32.1 2 沖 縄 78.2
3 大 阪 3,635,394 3 宮 崎 9.9 3 岐 阜 31.9 3 神 奈 川 76.5

12 徳 島 7.4 27 徳 島 22.7 27 徳 島 67.1
45 徳 島 328,286 45 神 奈 川 0.8 45 高 知 16.5 45 栃 木 61.6
46 高 知 308,565 46 大 阪 0.5 46 東 京 14.6 46 山 形 61.4
47 鳥 取 269,353 47 東 京 0.4 47 沖 縄 13.7 47 長 野 61.3

全 国 57,643,225 全 国 3.4 全 国 23.0 全 国 70.6

1 東 京 1,404 1 東 京 0.20 1 東 京 6,398.2 1 沖 縄 1.70
2 神 奈 川 923 2 沖 縄 0.00 2 大 阪 4,609.2 2 宮 崎 1.63
3 大 阪 878 3 埼 玉 -0.04 3 神 奈 川 3,820.7 3 鳥 取 1.60

44 徳 島 70 38 徳 島 -1.12 36 徳 島 169.8 16 徳 島 1.42
45 高 知 68 45 山 形 -1.33 45 秋 田 79.9 45 北 海 道 1.12
46 島 根 66 46 青 森 -1.39 46 岩 手 77.3 46 宮 城 1.09
47 鳥 取 54 47 秋 田 -1.59 47 北 海 道 65.5 47 東 京 1.04

全 国 12,495 全 国 -0.44 全 国 335.0 全 国 1.26

生産年齢人口割合
［15 ～ 64 歳］

就業者数

総人口

老年人口割合
［65 歳以上］

第１次産業就業者比率

人口増減率

一般世帯数

第２次産業就業者比率

人口密度

共働き世帯割合

第３次産業就業者比率

合計特殊出生率

（総面積１k㎡当たり）

［対総人口］（2022,％）

［対就業者］（2020,％）

［対総人口］（2022,％）

（2020, 人）

（2022,％）（2022, 万人）

（2020,万世帯）

［対就業者］（2020,％）

（2022, 人）

［対一般世帯数］（2020,％）

［対就業者］（2020,％）

（2022, －）

（北方地域及び竹島を除く）
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1 福 井 69.4 1 福 井 54.5 1 東 京 1,156,824 1 東 京 5,757
2 長 野 68.8 2 佐 賀 53.0 2 大 阪 411,884 2 愛 知 3,661
3 富 山 68.7 3 富 山 53.0 3 愛 知 409,107 3 静 岡 3,407

35 徳 島 63.9 29 徳 島 48.7 43 徳 島 32,224 12 徳島・広島 3,153
45 大 阪 57.5 45 京 都 44.9 45 島 根 26,893 45 鳥 取 2,439
46 東 京 57.2 46 奈 良 44.1 46 高 知 24,646 46 宮 崎 2,426
47 沖 縄 56.9 47 大 阪 43.9 47 鳥 取 18,934 47 沖 縄 2,396

全 国 63.2 全 国 48.1 全 国 5,808,469 全 国 3,345

1 岩 手 1,638.0 1 北 海 道 5,865,598 1 東 京 1.150 1 東 京 2,493.9
2 島 根 1,589.6 2 大 阪 5,180,685 2 愛 知 0.912 2 大 阪 905.2
3 福 島 1,560.1 3 愛 知 4,735,097 3 神 奈 川 0.889 3 徳 島 753.2
9 徳 島 1,390.7 43 徳 島 818,757 43 徳 島 0.327

45 千 葉 849.5 45 佐 賀 720,776 45 鳥 取 0.287 45 北 海 道 389.5
46 神 奈 川 813.6 46 鳥 取 631,424 46 高 知 0.274 46 佐 賀 389.3
47 埼 玉 764.5 47 沖 縄 597,846 47 島 根 0.266 47 鹿 児 島 367.7

全 国 1,084.5 全 国 87,679,431 全 国 0.523 全 国 766.0

労働力人口比率［男］

１人当たり歳出決算総額

世帯主収入

労働力人口比率［女］

地方債現在高

実収入

県内総生産額

財政力指数

平均消費性向

１人当たり県民所得

国内銀行預金残高

消費支出［二人以上の世帯］

（対 15 歳以上人口）（2020,％）

［県財政］（2020, 百万円）

［勤労者世帯］（2022, 千円）

（対 15 歳以上人口）（2020,％）

（2020, 千円）

［勤労者世帯］（2022, 千円）

（2019, 億円）

［県財政］（2020, －）

［勤労者世帯］（2022,％）

（2019, 千円）

（2022, 万円）

（2022, 千円）

（１世帯当たり１か月間） （１世帯当たり１か月間） （１世帯当たり１か月間）

1 秋 田 3.6 1 東 京 104.7 1 秋 田 77.3 1 茨 城 395
2 青 森 3.3 2 神 奈 川 103.1 2 富 山 76.8 2 山 形 368

41 徳島・滋賀
・兵庫 2.0

3 北 海 道 101.1 3 山 形 74.9 3 岩 手 361
19 徳島・和歌山 99.2 20 徳 島 69.2 24 徳 島 281

44 高 知 1.9 45 鹿 児 島 96.6 45 福 岡 52.8 45 京 都 161
45 鹿 児 島 1.8 46 群 馬 96.2 46 東 京 45.0 46 東 京 139
47 和歌山・大分 1.7 47 宮 崎 96.1 47 沖 縄 44.4 47 大 阪 131

全 国 2.5 全 国 100.0 全 国 61.2 全 国 252

消費者物価指数対前年
変化率

消費者物価地域差指数 持ち家比率 住宅の敷地面積

（持ち家の帰属家賃を含む） （対居住世帯あり住宅数） （１住宅当たり）

［家賃を除く総合］（2022,－）［総合］（2022,％） （2018,％） （2018,㎡）

（県・市町村財政合計）

（人口１人当たり）

1 埼 玉 625.3 1 埼 玉 804.8 1 兵 庫 70.9 1 埼 玉 324.8
2 千 葉 537.3 2 千 葉 704.6 2 岡 山 70.7 2 東 京 321.6
3 東 京 530.2 3 東 京 695.5 3 沖 縄 70.3 3 滋 賀 319.5

16 徳 島 445.1 13 徳 島 648.1 42 徳 島 58.9 29 徳 島 283.9
45 鳥 取 365.1 45 熊 本 531.4 45 福 井 56.9 45 沖 縄 251.7
46 青 森 362.1 46 沖 縄 482.9 46 山 形 56.8 46 青 森 249.7
47 沖 縄 334.3 47 愛 媛 473.9 47 埼 玉 53.4 47 愛 媛 245.1

全 国 450.9 全 国 617.7 全 国 64.0 全 国 290.9
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1 東 京 8,806 1 東 京 284.1 1 沖 縄 2.7 1 東 京 99.6
2 神 奈 川 6,258 2 沖 縄 233.1 2 福 岡 2.5 2 神 奈 川 96.9
3 京 都 5,988 3 京 都 228.0 3 北 海 1.8 3 大 阪 96.3

43 徳 島 3,420 24 徳 島 200.2
42 徳島・福井

山梨・岐阜 -1.2
45 福 井 3,361 45 山 形 184.3 45 高 知 41.6
46 群 馬 3,348 46 佐 賀 177.1 46 鹿 児 島 -1.3 46 和 歌 山 28.4
47 青 森 3,163 47 富 山 171.8 47 愛 媛 -1.5 47 徳 島 22.1

全 国 － 全 国 215.0 全 国 0.1 全 国 80.1

1 東 京 599.17 1 高 知 10.00 1 山 梨 17.52 1 沖 縄 5.79
2 神 奈 川 523.06 2 和 歌 山 9.67 2 香 川 17.30 2 高 知 5.53
3 大 阪 520.66 3 島 根 9.55 3 長 野 16.92 3 宮 崎 5.20

44 徳 島 26.08 8 徳 島 9.14 43 徳 島 11.10 15 徳 島 4.34
45 山 梨 22.24 45 埼 玉 5.10 45 大 分 10.32 45 奈 良 2.85
46 佐 賀 19.71 46 千 葉 5.09 46 鹿 児 島 10.09 46 千 葉 2.73
47 秋 田 18.96 47 神 奈 川 4.90 47 熊 本 9.95 47 埼 玉 2.70

全 国 92.29 全 国 6.95 全 国 14.67 全 国 3.95

1 高 知 715.1 1 高 知 737.3 1 高 知 255.0 1 徳 島 632.2
2 徳 島 579.9 2 和 歌 山 540.1 2 島 根 245.7 2 大 分 586.7
3 島 根 579.5 3 島 根 538.4 3 岩 手 241.7 3 福 島 545.2

5 徳 島 522.6 10 徳 島 205.3
45 埼 玉 226.4 45 大 阪 232.7 45 愛 知 106.4 45 新 潟 149.8
46 東 京 210.2 46 愛 知 212.4 46 埼 玉 102.6 46 鳥 取 142.6
47 神 奈 川 196.3 47 神 奈 川 203.7 47 神 奈 川 98.5 47 富 山 137.4

全 国 308.5 全 国 310.0 全 国 145.9 全 国 313.5

1 東 京 17.33 1 東 京 15.51 1 東 京 15.71 1 愛 知 13.70
2 埼 玉 17.01 2 神 奈 川 15.25 2 愛 知 15.02 2 埼 玉 12.55
3 神 奈 川 16.86 3 愛 知 14.88 3 神 奈 川 14.94 3 千 葉 12.45

44 徳 島 11.23 43 徳 島 9.99 41 徳 島 10.64 38 徳 島 6.90
45 和 歌 山 10.88 45 青 森 9.86 45 鳥 取 10.20 45 新 潟 5.53
46 島 根 10.77 46 島 根 9.29 46 島 根 9.90 46 秋 田 5.50
47 高 知 10.67 47 高 知 8.40 47 高 知 8.51 47 福 井 4.80

全 国 14.53 全 国 12.96 全 国 13.16 全 国 10.03

民営賃貸住宅の家賃

都市公園数 飲食店数

小学校数

小学校児童数

着工居住用建築物工事費予定額

小売店数

中学校数

中学校生徒数

標準価格対前年平均変動率

大型小売店数

高等学校数

高等学校生徒数

下水道普及率

幼稚園数

幼稚園在園者数

（１か月 3.3㎡当たり）

（可住地面積 100k㎡当たり）

（６～ 11 歳人口 10 万人当たり）

（小学校教員１人当たり）

（床面積１㎡当たり）

（人口千人当たり）

（12 ～ 14 歳人口 10 万人当たり）

（中学校教員１人当たり）

（人口 10 万人当たり）

（15 ～ 17 歳人口 10 万人当たり）（３～５歳人口 10 万人当たり）

（高等学校教員１人当たり）

（人口千人当たり）

（幼稚園教員１人当たり）

（2022, 千円）

（2021, 店）

（2022, 校）

（2022, 人）

（2022, 円）

（2021, 所）

（2022, 校）

（2022, 人）

［住宅地］（2022,％）

（2021, 店）

（2022, 校）

（2022, 人）

（2020,％）

（2021, 店）

（2022, 園）

（2022, 人）

各指標は総務省統計局「統計でみる都道府県のすがた」「社会生活統計指標」を参考にしている。

（近藤有紀）


